
 

- 18 - 

 

新制度の具体的な適用事例 
 
■ 週休日は、毎土・日曜日 
■ 通常の勤務時間の割振りは、８：１５～１６：４５（休憩時間４５分を含む） 
■ 夏季休業が７月２４日～８月１６日（２４日間） 
■ 冬季休業が１２月２２日～１月１６日（２６日間） 
■ 学年末学年始休業が３月２５日～４月７日（１４日間） 
 
１ 週休日に運動会・体育祭（又は学芸会・学校祭）を実施する場合（児童の休業日に週休日 

を振替（変形労働時間制の場合は勤務不要日を設定）） 
 ① 運動会当日の勤務開始時刻を２時間早め、その分２時間早く勤務を終了したい。 
       当日の勤務    ：8:15～16:45(7:45) → 6:15～14:45(7:45) 
    児童の休業日の勤務：8:15～16:45(7:45) → 週休日 

→勤務時間のスライドを適用（図１参照） 
 
 ② 運動会当日の勤務開始時刻を１時間１５分早めるが、勤務終了時刻は変更しない。 
       当日の勤務      ：8:15～16:45(7:45) → 7:00～16:45(8:45) 【休憩時間１時間必要】 

 別の日（４週内）の勤務：8:15～16:45(7:45) → 8:15～15:45(6:45) 【休憩時間 45分のまま】 
  児童の休業日の勤務  ：8:15～16:45(7:45) → 勤務不要日 

      →変形労働時間制を適用（図２参照） 
 
 ③ 運動会前日の勤務時間外に１時間の準備作業を行うともに、運動会当日は勤務開始時刻 

  を１時間早めるが、前日の準備作業時間分の１時間早く勤務を終了させたい。 
       前日の勤務    ：8:15～16:45(7:45) → 8:15～18:00(8:45)  【休憩時間１時間必要】 
        当日の勤務    ：8:15～16:45(7:45) → 7:15～14:45(6:45)  【休憩時間 45分のまま】 
        児童の休業日の勤務：8:15～16:45(7:45) → 勤務不要日    →変形労働時間制を適用（図２参照） 
 
 ④ーＡ（打上花火担当以外） 
  運動会当日の勤務開始時刻を１時間早め、その分１時間早く勤務を終了したい。 
    当日の勤務    ：8:15～16:45(7:45) → 7:15～15:45(7:45) 
        児童の休業日の勤務：8:15～16:45(7:45) → 週休日 
      →勤務時間のスライドを適用（図１参照） 
  
 ④ーＢ（打上花火担当者）  
  打上花火担当者は運動会当日の勤務開始時刻を２時間１５分早め、勤務終了時刻はその他

の職員と同じ時刻（１時間早く勤務終了）としたい。（別の日に１時間の調整が必要） 
       当日の勤務      ：8:15～16:45(7:45) → 6:00～15:45(8:45) 【休憩時間１時間必要】 
        別の日（４週内）の勤務 ：8:15～16:45(7:45) → 8:15～15:45(6:45)  【休憩時間 45分のまま】 
        児童の休業日の勤務  ：8:15～16:45(7:45) → 勤務不要日    →変形労働時間制を適用（図２参照） 
  
 ⑤ーＡ（打上花火担当以外） 
  運動会前日の勤務時間外に１時間の準備作業を行うとともに、運動会当日は勤務開始時刻 

  を１時間早め１時間早く勤務時間を終了させるとともに、前日の準備作業分の１時間早く 

  、勤務を終了させたい。 
       前日の勤務            ：8:15～16:45(7:45) → 8:15～18:00(8:45) 【休憩時間１時間必要】 
        当日の勤務      ：8:15～16:45(7:45) → 7:15～14:45(6:45)  
        児童の休業日の勤務  ：8:15～16:45(7:45) → 勤務不要日 
        →変形労働時間制を適用（図２参照） 
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⑤ーＢ（打上花火担当者） 
  打上花火担当者については、運動会前日の勤務時間外に１時間の準備作業を行うとともに、 
  運動会当日は勤務開始時刻を２時間１５分早めるが、勤務終了時刻は１時間早めたい。（別 

  の日に２時間の調整が必要） 
       前日の勤務      ：8:15～16:45(7:45) → 8:15～18:00(8:45)【休憩時間１時間必要】 
       当日の勤務      ：8:15～16:45(7:45) → 6:00～15:45(8:45)【休憩時間１時間必要】 
        別の日（４週内）の勤務：8:15～16:45(7:45) → 8:15～14:00(5:45)【休憩時間不要】 
       児童の休業日の勤務  ：8:15～16:45(7:45) → 勤務不要日    →変形労働時間制を適用（図２参照） 
  
 ⑥ 学校祭の３日前から勤務時間外にそれぞれ２時間準備業務を行う。また、学校祭当日（７ 

  月１４日）は後片付けのため勤務終了時刻を通常より２時間遅くし、代わりの勤務不要日 

  を授業に影響のない夏季休業期間中の７月３０日(変形労働時間制の４週の期間内)とした 

  い。 
       ３日前の勤務  ：8:15～16:45(7:45) → 8:15～19:00(9:45) 【休憩時間１時間必要】 
    ２日前の勤務  ：8:15～16:45(7:45) → 8:15～19:00(9:45) 【休憩時間１時間必要】 
    前日の勤務   ：8:15～16:45(7:45) → 8:15～19:00(9:45) 【休憩時間１時間必要】 
       当日の勤務  ：8:15～16:45(7:45) → 8:15～18:45(9:30) 【休憩時間１時間必要】 

 児童の休業日の勤務：8:15～16:45(7:45) → 勤務不要日 
 別の日（４週内（７月３０日））の勤務：8:15～16:45(7:45) → 割振り無し 

      →変形労働時間制を適用（図２参照） 
※年間を見通した学校行事等の計画が大切 

 
２ 週休日に対外運動競技大会や地域行事に校務として児童を引率する場合 
 ① 引率業務当日（４月２１日）の勤務開始時刻を１時間早め、１時間早く勤務を終了した 

  い。その際、引率業務当日を起算日とする前４週後８週の範囲内では、勤務が多忙であり、 
  週休日の振替をすることができないことから、夏季休業期間中に振替を行う。 
       当日の勤務：8:15～16:45(7:45) → 7:15～15:45(7:45) 

→勤務時間のスライドを適用（図１参照） 
 週休日の振替は８週後直近の長期休業期間の末日（直近の長期休業期間が 
 夏季休業の場合は、夏季休業期間の末日。冬季休業の場合は、冬季休業 
期間の末日（できない場合は学年末学年始休業期間の末日））までに行う。 

     →振替期間の特例を適用（図３参照） 
 
 ② 引率業務当日（４月２１日）は４時間勤務とし、さらに勤務開始時刻を２時間遅くした 

  い。その際、引率業務当日を起算日とする前４週後８週の範囲内では、勤務が多忙であり、 
  ４時間勤務の割振り変更を行うことができないことから、夏季休業期間中に割振り変更を 

  行う。 
       当日の勤務：8:15～16:45(7:45) → 10:15～14:15(4:00)【休憩時間不要】 

→勤務時間のスライドを適用（図１参照） 
 ４時間勤務の割振り変更は８週後直近の長期休業期間の末日（直近の長期 
 休業期間が夏季休業の場合は、夏季休業期間の末日。冬季休業の場合は、 
 冬季休業期間の末日（できない場合は学年末学年始休業期間の末日））まで 
に行う。 

→振替期間の特例を適用（図３参照） 
   
 ③ 引率業務が４月２１日と７月８日にありそれぞれ１日勤務を命じたい。 
  その際、４月２１日と７月８日両日とも引率業務当日を起算日とする前４週後８週の範囲 

  内では、勤務が多忙であり、週休日の振替をすることができないため、直近の長期休業期 

  間中に振替を行いたい。 
        ア ４月２１日の勤務：8:15～16:45(7:45) → 8:15～16:45(7:45) 
          週休日の振替は８週後直近の長期休業期間の末日（８月１６日）までに行う。 
    イ ７月８日の勤務：8:15～16:45(7:45) → 8:15～16:45(7:45) 

週休日の振替は、原則的な振替可能期間の末日が８週後の９月２日であり、 
直近の長期休業は冬季休業であるから、冬季休業期間の末日（１月１６日） 
までに行う。 
冬季休業期間の末日までに行うことができない場合は、学年末学年始休業期間 
の末日（４月７日）までに行う。 

→振替期間の特例を適用（図３参照） 
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３ 修学旅行の引率業務の場合 
  平日及び週休日に修学旅行が実施されるが、１日中生徒引率が必要であるため、７時間 

 ４５分を超えて勤務させたい。 
       当日の勤務（１日目） ：8:15～16:45(7:45) → 5:30～22:00(15:30) 【休憩時間１時間必要】 
       当日の勤務（２日目） ：8:15～16:45(7:45) → 5:30～22:00(15:30) 【休憩時間１時間必要】 
        当日の勤務（３日目週休日）：8:15～16:45(7:45) → 8:15～19:15(10:00) 【休憩時間１時間必要】 
        児童の休業日の勤務  ：8:15～16:45(7:45) → 勤務不要日 
        別の日（４週内）の勤務：8:15～16:45(7:45) → 割振り無し 
        別の日（４週内）の勤務：8:15～16:45(7:45) → 8:15～13:45(5:30)【休憩時間不要】 
        別の日（４週内）の勤務：8:15～16:45(7:45) → 8:15～11:00(2:45)【休憩時間不要】 
        別の日（４週内）の勤務：8:15～16:45(7:45) → 11:45～16:45(5:00)【休憩時間不要】 
     →変形労働時間制を適用（図２参照） 
 
  ※ 「勤務時間のスライド」と「振替期間の特例」は、いずれも週休日の振替に係る取扱い

なので、同時に適用できます。 

※ 「変形労働時間制」と「振替期間の特例」は別の制度なので、週休日の正規の勤務時間
の分について「振替期間の特例」により週休日の振替を行い、週休日の正規の勤務時間
を超える分について「変形労働時間制」により勤務時間の割振りの変更を行うなど、「変
形労働時間制」と「振替期間の特例」の併用はできません。 

※  ただし、「変形労働時間制」により土日以外の日を「勤務不要日」と決定したのち、
当該「勤務不要日」に勤務を命じる場合、当該「勤務不要日」は、週休日と同じ扱いと
なるので「週休日の振替」は可能であり、業務が「振替期間の特例」の対象業務であれ
ば、「振替期間の特例」を適用することも可能です。 

なお、「変形労働時間制」による「割振無しの日」であれば、「勤務不要日」と違い
「週休日」と同じ扱いとはならないので、「週休日の振替」を行うことはできません。
当該日に勤務を命じる場合は、「変形労働時間制」の４週の期間内において勤務時間の
割振りを変更することになります。 

※ 「変形労働時間制」と「振替期間の特例」の適用関係等については、「週休日の振
替等に係る振替期間の特例について Q＆A」を参照してください。 

 
４ 「変形労働時間制」において、複数の業務が近接した時期に行われる場合 
   ６月１７日（日）運動会当日の勤務開始時刻を１時間１５分早めるが、勤務終了時刻は

変更しない。 
   また、７月８日（日）学芸会当日の勤務開始時刻は変更しないが、勤務終了時刻を１時 

  間早める。 
     ４週の期間を運動会及び学芸会を含む６月１１日（月）～７月８日（日）と設定する。 
  ・６月１１日（月）～７月８日（日）の４週 
    運動会当日の勤務 ： 8:15～16:45 → 7:00～16:45(8:45) 【休憩時間１時間必要】 
    児童の休業日の勤務： 8:15～16:45(7:45) → 勤務不要日 
    学芸会当日の勤務 ： 8:15～16:45 → 8:15～15:45(6:45) 【休憩時間 45分のまま】 
      児童の休業日の勤務： 8:15～16:45(7:45) → 勤務不要日 
 
 
  ※ 学芸会当日は、「変形労働時間制」の４週の期間内であることから、運動会で１時間

増やした分を学芸会の勤務で減らして調整することも可能。 
 
    ※ 同一の４週の期間内に複数の対象業務について、「変形労働時間制」を適用すること

は可能。 
しかし、４週の期間については、一部を重ねて設定することはできない。 

   （上記の場合において、運動会を含む４週を６月１１日（月）～７月８日（日）と設定 

   し、学芸会を含む４週を７月４日（水）～７月３１日（火）と設定することはできない。 
   （７月４日（水）～７月８日（日）が重なっているため。）） 


